
介護保険課認定係 

平成２７年２月１日 

 認定調査とっきクン通信（Ｈ２６第１０号） 

（Ｈ２６年度は皆さんが実際に書いた特記から通信内容を作成します） 

１－１２ 視力 

 調査員の特記 

 

 

 

  選択肢：「判断不能」 

専門調査員からの問い合わせ内容 

・食事は自分で摂取している様子から、見えているのではないでしょうか？どの程度見えている

かは、日頃の状況から選択してください。 

 

問い合わせの回答 

・ 

 

 選択肢：「目の前が見える」 

確認したかったことは・・ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より良い特記 

 家族や施設職員も見えているか判断できないとの事であったが、用意された食事は自分で食べているので「目

の前が見える」と判断した。                    

                選択肢：「目の前が見える」 

  

 

 

食事は用意された物を自分で食べ

ています。従って「目の前が見え

る」に変更してください。 

・テキストには、視力確認表の図を見せて視力を評価するとあるけど、認知があって答えられ

なかったり、反応が無かったりすることもあるよね。 

その場合は、日常生活の場面で、例えば食事の時にはどうなのか・スプーンに載せた食べ物

を口の近くに持っていけば口を開けるのか、口にスプーンで刺激を与えてからでないと口を開

けないのか、話しかけたりした時の視線はどうなのか等で判断できる場合もあるよ。               

判断不能とした場合は、食事の時も目を開けないし、話しかけても視線が合わずどのような

場面においても判断ができない場合だよ。 

その場合は具体的に「～だから判断不能とした」等の記載をしてね！ 

 

 

視力は、家族や施設職員も見えているか判断できないとのこと。

視力確認表も見せたが反応なし。 

寒いね！春が

待ち遠しい・・ 
なんとなく、わか

ったような・・・ 



            

        介護保険課認定係 

平成２８年１０月１日  

認定調査とっきクン通信（Ｈ２８第７号） 
（Ｈ２８年度は皆さんが書いた特記から「あいまいな表現」について考えます） 

１－１２ 視力 

皆さんが書いた特記 

本人は両方とも「眼が悪くて見えない」と言っていたが、離して見せた視力確認表を見て「人差し指」と答え

た。 

 選択肢※「１ｍ離れた視力確認表の図が見える」 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

どこが《あいまい》だったのか 

 

 

 

 

≪問い合わせた結果、以下の特記に修正されました≫ 

雑誌や新聞などの細かい字もなんとか見えている。日常生活に支障がない程度の視力を有していると 

判断した。 

選択肢※「普通」 

 

            

            

            

          

 

 

特記ではどの位離して見せているかわからない。１ｍより近くに置いて見せた場合は

「目の前に置いた視力確認表の図が見える」が当てはまる場合もある。普段、細かい

字が見えているか、日常生活に支障があるのかも特記からは判断できない。 

そうだよ。いきな

り確認表を見せて判

断はしないでね。 

ここは、視力確認表の図を見せて、どの程度見えるかで５つの選択肢から判断する項目だ

ね。「１ｍ離れた視力確認表の図が見える」の選択基準は新聞、雑誌等の細かい字が見え

ないが１ｍ離れた視力確認表の図が見える場合をいうとあるよ。 
具体的にどの程度見えているのか、きちんと聞き取ったのかな。 

「眼が悪くて見えない」と言っていたけど、離して見せた視力確認表を「人差

し指」と答えられたので「１ｍ離れた視力確認表の図が見える」としたけど・・・ 
新聞や雑誌は興味がないので見てないって言っていたわ。でも本当に細かい字

が見えないかどうかは、きちんと確認しなくてはいけなかったのね。もう一度

家族に聞いてみるわ。 

最初に新聞や雑誌の字が見

えるのを確認した上で「見

えない」場合に視力確認表

でどの程度みえるか確認す

るのね。 



 

                                     介護保険課認定係 

平成３１年４月１日 

認定調査とっきクン 通信（Ｈ３１第１号）      
（Ｈ３１年度は、「選択肢の選択根拠」がきちんと書かれている特記について発行いたします） 

 

ケシ子ちゃんの調査  

１－１２ 視力 「見えているか判断不能」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「目の前が見える」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うーん。そういえば、家族からは、食

事はなんとか自分で食べていると聞

き取ったので「目の前は見えている」

という判断になるのかしら。 

もう一度書き直してみるわ。 

特記①意思の疎通がとれず、調査時も目を閉じ 

たままで確認できなかった。 

 

選択肢の根拠がきちんと特記に書かれていることが大事なんだ。日常生活の中で、

色々な場面から判断できる場合もあるから、単に目を閉じたままであるといって

「判断不能」を選択してないかな。「判断不能」を選択するのなら、あらゆる場面

においても「判断が出来ない」という根拠が必要だよ。 

 

 

「判断不能」と選択した根拠はこの特

記のどの部分になるのかな。 

今年度もよろしくお願い

します。ぼくたちと一緒

に学んで行きましょう。 

特記②意思の疎通がとれず、調査時も目を閉じたままで、確認が出来なかったが、食事の時は

顔を近づけ、皿から箸で食べ物をつかみ自分で食べている等日頃の様子から判断した。 

 

聞き取った事を少

し整理してみよう。 

「目を閉じたたままで確認できなかった」

ので「判断不能」としたんだけど。 

他の場面での様子は聞いたかい。例え

ば、食事の様子はどう？自分で食べて

いれば他の選択肢も考えられるよね。 


